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ANN & STEVE TOON

世界キリンの日　6月21日

　世界キリンの日は最も昼の時間が長い日に、最も首の長
い動物を祝うためにGCFが定めた年に1度のイベントです！

　世界キリンの日を支援することで、あなたは直接アフリカのキリンを助けること
ができます。野生で生き残っているキリンはおよそ117,000頭しかいません。今まさ
に行動する時なのです。

　GCFはアフリカに生息するキリンの保全と管理に特化した世界で唯一のNGOで
す。私たちの小さなチームは、今後のアフリカのキリンの個体数を守ることに専念
しています。GCFは現在アフリカの16の国のキリン保全団体を支援し、共に活動し
ており、すべてのキリンの種と亜種に焦点を当てた活動をしています。私たちの活
動は、1億エーカー以上のキリンの生息地に影響を与えています。

　GCFはアフリカのキリンの保全と管理に特化した団体として、政府機関や保全団
体、学術機関、地域社会との緊密な協力関係を維持するために、拡大し続けるネッ
トワークを使用しています。これはキリンの保全や管理について議論を行う場とな
り、キリンの現状に対する意識と教育を大幅に向上させることができます。GCFはキ
リンの生態学、種形成、保全および管理についての理解を深めるために、さらなる
保全化学と研究サポートを行なっていきます。

　2014年に設立された世界キリンの日は、この愛されてい
る動物を世界中で祝うだけでなく、支援を高め、意識を高め
、キリンが野生下で直面している問題について焦点を当てる機会となります。世界キ
リンの日には世界中の動物園、学校、NGO、政府、協会、保全団体が参加しています。

キリン保全財団

アフリカのキリン保護を支援する

GCFはキリンの代弁者です

　この「アフリカのキリン-保全ガイド」の改訂版は、キリン保全財団（GCF)によって制作され

ました。写真は写真家の方々のご協力により、無料で掲載させていただいております。また、前

版の制作に携わった方々のご尽力に感謝いたします。

世界中のキリンを祝いましょう！
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BILLY DODSON

　GCFはキリンの保全に関わる人たちとの協力を通してそれぞれの国ごと、種
ごとのアプローチを行うことで、キリンの保全活動に役立っています。GCFはこ
れまで６つの国と１つの地域を対象とした、キリンの保護戦略と行動計画の策
定と実施をサポートしてきました。これは、キリンの保全のための取り組みを行
っていく上で重要なことなのです。

　生息地の消失、生息地の分断、生息地の衰退、人口増加、密猟、病気、戦争や
社会不安といった影響によって、キリンとその生息地が脅かされています。脅威
の多くは人間の資源をめぐる争いによって直接的、間接的に引き起こされてい
ます。生息地の減少は、農地や牧畜、木材の確保のために人間が土地を必要と
することが原因で起こっています。

　人間とキリンとの衝突は一般的にはありませんが、農作物の被害や、家畜と生
息地を共有することによる伝染病などによって衝突が起こる可能性があります。

キリンを取り巻く脅威
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　しかし、GCFはゼンケンベルグ生物多様性気候センター（BiK-F）とともに、アフリカ
全域におけるキリンの主要な個体群のDNAサンプリングと分析（ゲノム、核、ミトコン
ドリア）を初めて実施しました。この研究により新たな分類方法が示され、4つの種と
7つの亜種に分類されました。4つの種とは、マサイキリン（G.t ippelskirchi）、キタキ
リン（G.camelopardal is）、アミメキリン（G.ret icu lata）、ミナミキリン（G.giraf fa）
です。アンゴラキリン（G.g.angolensis）と南アフリカキリン（G.g.g i raf fa）はミナミ
キリンの2つの亜種です。ヌビアキリン（G.c.camelopardal is）とコルドファンキリン
（G.c.ant iquorum）と西アフリカキリン（G.c.pera l ta）はキタキリンの3つの亜種で
す。ロスチャイルドキリンはヌビアキリンと遺伝的に同一です。種として定める際には
ヌビアキリンが優先され、ロスチャイルドキリンがその中に含まれます。ルアングワキ
リン（G.t . thornicrof t i）とマサイキリン（G.t . t ippelsk i rchi）はマサイキリンの2つの
亜種です。GCFの保全活動と出版物はこの分類方法に基づいています。
　キリンのすべての種と亜種は、アフリカ全土の異なる地域に生息しています。動物
園においては異種交配が起こっていることが報告されていますが、それが自然界で
起こっているという証拠はほとんどありません。
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　キリンの国際取引は制限されており、201 9年の絶滅のおそれのある野生動
植物の種の国際取引に関する条約（CITES）では付属書Ⅱに記載されています。
GCFはキリンの取引の現状を監視し、将来的な評価を行っています。キリンは国
境を越えた保護や監視が必要であるため、2018年には移動性野生動物種の保
全に関する条約（CMS）の付属書Ⅱにも記載されました。GCFは、アンゴラ政府
と国連がこの条約への記載について提案するのに大きく貢献をしました。

　アフリカの21か国に生息する野生のキリンは、国有の国立公園や保護区から
私有地や共同の土地まで、さまざまな管理された土地で暮らしています。これら
の地域に住む個人や団体はキリンの重要性を理解しており、直接的または間接
的に彼らの保全に関わっています。キリンはアフリカ全土に広く生息しているた
め、彼らの保全は容易ではありません。国や関係者やキリンのそれぞれが優先
するべき事項を組み込んだ、地域的、国家的、種特異的な行動計画を策定する
ことが極めて重要ですが、簡単なことではありません。

国際条約

保全活動の関係者
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　マサイキリンはケニア中部と南部、タンザニア全
土に生息しています。マサイキリンが過去にルワン
ダに生息していたかは不明ですが、いくつかの個体
群はルワンダのアカゲラ国立公園に移されました。35年
前は71,000頭と推定され最も個体数の多いキリンでし
たが、現在では44,750頭ほどしかいません。現在でも起
こっている密猟や生息地の分断によって、マサイキリンの
生息数は未だ脅威に晒されています。しかし最近の推定
ではゆっくりと回復傾向にあることが示されています。
IUCNレッドリストではマサイキリンが約50％減少してい
ることに注目し、EN（危機）に分類されています。しかし
GCFでは、ここ5年で増加傾向にあると評価しています。

マサイキリンの斑紋は大きく、

暗褐色で、縁がギザギザしたつ

るの葉のような形をしているの

が特徴です。その斑紋は、クリー

ム色の茶色で囲まれていて、そ

れは下肢にまで続いています。

亜種：

マサイキリン  G.t.tippelskirchi

ケニア

タンザニア

ザンビア
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亜種：

南アフリカキリン  G.g.giraffa

　南アフリカキリンはアンゴラ南東部、ナミビア北
東部、ボツワナ北部、ザンビア南西部、ジンバブエ
、モザンビーク南部、南アフリカに点在しています。
過去に南アフリカキリンとアンゴラキリンが同じ地域に
再導入されたことで、交雑種が生まれた可能性が高い
と言われています。また、南アフリカキリンはアンゴラ、
セネガル、南アフリカ、ザンビア、ジンバブエへの導入
もされています。現在南アフリカキリンの個体数はおよ
そ30 ,000頭と推測されており、35年前から150％以上
増加しています。近年では個体数は安定してきていま
す。IUCNレッドリストでは南アフリカキリンの評価は行
なわれておらず、このうちの何頭がアンゴラキリンと交
雑しているのかもわかっていません。以前と比較して個
体数が増加し安定しているため、南アフリカキリンは
LC（低懸念）に分類されています。

南アフリカキリンには星形の

斑紋があります。褐色の濃淡

があり、アンゴラキリンによく

似ています。下肢にもランダ

ムに斑紋があります。

アンゴラ

ザンビア

ボツワナ

南
アフリカ

ジンバブエ
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キタキリン
Giraffa camelopardalis
　キタキリンは野生下で6,000頭弱と推定されており、
主要地域では個体数が徐々に回復しています。3つの亜
種はアフリカの東部、中央部、西部に生息しています。

　コルドファンキリンは紛争が多く、政治的に不安定な
地域（チャド南部、中央アフリカ共和国、カメルーン北部、
コンゴ共和国北部、南スーダン西部）に生息しています。
これらの紛争多発地域で約2,300頭が生息していると推
定されています。ここ35年の間に80％以上個体数が減っ
ており、IUCNレッドリストではCR（深刻な危機）に分類さ
れています。

亜種：
コルドファンキリン　G.c.antiquorum

コルドファンキリンの斑紋は

淡く、不規則です。他のキタキ

リン亜種と同様に、下肢に斑

紋はありません。

チャド

カメルーン

南スーダン

CAR
DRC
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アミメキリン
Giraffa reticulata

　アミメキリンは比較的限られた地域にしか生息し
ておらず、ケニアの北部と北東部、そして小さな個
体群がソマリア南部とエチオピア南部にいるのみ
です。およそ16,000頭が生息していると推定されて
おり、35年前の約36,000頭から50％以上減少していま
す。この減少によって2018年にIUCNレッドリストではEN
（危機）に分類されました。しかし、近年は保全活動が進
められており、ケニア北部で個体数が増加してきていま
す。アミメキリンの95％以上が政府の管理する保護区域
外に生息しており、キリンの保全においてはその地域と
の協力が必要不可欠となっています。

橙褐色の斑紋に、脚の先まで

続く印象的な白い線がくっき

りと浮かび上がり、アミメキリ

ンと呼ばれることがよくわか

るでしょう。

エチオピア

ケニア

ソマリア
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　20世紀初頭、西アフリカキリンはナイジェリアから
セネガルまで広く分布していました。しかし1990年代
半ばまでに、たったの49頭しか残っていませんでした
。わずかに残った個体はニジェール政府によって保護
され、現在では600頭以上まで数を増やしています。しかし
彼らが主に生息している地域は首都ニアメの東部にある孤
立した場所で、地元の村人と生活空間を共有しているため、
未だその将来は懸念されています。この地域には他の大型
哺乳類は生息しておらず、生息地の破壊と喪失が増えてい
ます。2018年にGCFはニジェール政府と協力して、8頭の西
アフリカキリンをガダベジ生物圏保護区に移し、個体数と生
息域の増加を目的とした新たな個体群を確立しました。
2008年、西アフリカキリンはIUCNレッドリストでEN(危機）
に分類されていましたが、2018年には個体数の増加により
VU（危急）へと引き下げられました。

西アフリカキリンは、見た目

が軽いのが目立ちます。その

斑紋は長方形で褐色、クリー

ム色で広く囲まれています。

彼らの下肢に斑紋はありま

せん。

亜種：
西アフリカキリン　G.c.peralta

ニジェールマリ

ナイジェリア

ブルキナ
ファソ

ベナン


	冊子裏表表紙
	冊子目次左28
	冊子27目次右
	冊子1-26
	冊子25-2
	冊子3-24
	冊子23-4
	冊子5-22
	冊子21-6
	冊子7-20
	冊子19-8
	冊子9-18
	冊子17-10
	冊子11-16
	冊子15-12
	冊子13-14

